














































用との関係を調ペtcWaksman及び Allenベ Jansen及び MacDonnel'6)，Weber及び
Deuel(7lの実験結果はポリガラクチユロナーゼの研究分野では劃期的な業譲と君主つ℃いる.
Waksman及び AlIenはメトキシルを含まないベグチγ酸はかびのポリガラクチユロナー




































































基 質 抽出時の 1Ji.分 jfラクチユロン メトキ ル， アラバUpH 酸無水物 v 
，、 !/ チ ジ (A) 3.4 2.29 78.69 11.41 10.03 
'‘L ク チ ~ (B) 2.4 2.14 79.16 8.83 8.03 
，、 ク チ ~ (C) 2.0 2.11 82.12 7.58 7.28 
Jミ ク チ ~ (D) 2.0以下 4.23 8司，05 4.77 8.70 
dミ ク チ ~ (E) 3.01 79.89 8.93 7.89 
ペクチン酸(F1) 3.45 89.98 2.05 3.47 
ペクチ・ン駿(F!) 90.5 











調製したペグチy 25gを Elu'lichの方法に従って. 1 %の塩酸博液で 850C LIC 8時間加湿
し，生成する沈澱を pH2.0の HCl酸性の71<.， 71<..アルコー ルで洗い.1100Cにおいて乾燥
し， 7.0gのペグチγ酸を得た.(FI).また同じベクチシぞ 1% HCl 溶液に溶かし30min85cC 





















































pH 5.0， 350C 
還元力は反応液2.0ml切って.W伽 a臨時chudel法により測定し，長同費量とし
て表した.d-ガラグチユロ γ酸の検出には， 72時間 Gあるいは 46時間)反応後2.0mlを取
り，とれに95%酒精を5倍量添加し， HClにて pH3.5となし，識過後措液を 350Cに沿いて
乾閏ずるまで濃縮し， '0.3mlの水を加えて溶解させ，とれより 0.02ml取って Paperchro-
matographyを行った Paperchromatographyは戎のように実施した
措 紙 東洋諸紙 No.2，巾 2.0cm 長さ 40cm
溶 剤 nー プグノ円レ，酷酸，水 (4:1:1)
展用条件 200C， 18hrs. 
呈色剤 ア"，-1J::Y戸プグー yレ酸




21hrs. 48hrs. 72hrs. ron酸
馬 鈴 薯(男鮮〕 0.02 0.05 0.05 + 
大 根(宮室〕 (:).16 0.30 0.34 + 
同 上. 葉 0.31 0.47 0.53 + 
背 藷 (高系四号〕 。 。 0.02 + 
人 参(金時〉 0.69 0.82 0.87 + 
トマト(ポVテローザ〉 0.71 1.32 1.85 + 
(2hrs.) (5hrs.) (l1hrs:) 
トマト汁波*.完熟 0.53 + 
同 上 未熟 0.14 + 
大変〈ゴ四ルヂ F メ胃~)業 0.20 0.33 (.).40 + 
梨(好本号〕完熟 。 。 。 土
桃(白 桃〉完熟 。 。 。
林 キ禽(紅玉) 0.02 0.05 0.06 + 
胡 瓜(節成〉 。 。 。




























































































7.2 6.4 6.9 5.6 5.3 4.9 4.6 4.1 3.8 3.2 pH 














6.7 6.3 5.7 5.4 5.0 4.6 4.1 3.8 3.2 pH 
9.05 0.23 0.65 0.77 0.82 .0.80 
- 30ー













大 根 O.()O 
向上.業 0.06 
大変.業 0.06 













































著者聞はSaccharomycese1lipsoideus， Saccharomyces Sake， SaccharOniyces cerevisiae， 
酒精酵母 (RasseXII)市販パン酵母を麦芽汁に3日間 270Cに3ないて堵養し，培養液の菌体




第 7表 sa∞haromyc潤伐revisiaeのボリガヲグチユロナーゼ作用と pHとの関係
pH 3.(}o 3.6 4.2 6.6 
相対精度の下降 0.016 (}.143 0.118 (}.020 
反応液の組成及び作用条件:2%ベクチシ (A)1 ml， buffer (Mc I1vaine) 0.3m1，水0.4




その後 L由及び Phaff(2めは Saccharomycesfragi1is， Saccharomyces thermantitonum， 
Candida Pseudo廿opicalis，Torulopsis lact慣eがポリガラクチユロナーゼを分担、するととを
































宮路 8 表 ベクチシ酸(FI)に対する P皿 expansum及び悶1.tritici 
の酵素の作用
作用 pen.也倒畑畑 Rh. tritici 
時間 主h消費量 相対粕ll! 相対粕度より 品開費量 相対粘度 相対精度よりの分解率 の分解車
hrs. ml ml 。 。 1.288 。 。 1.230 。
3.5 0.16 1.220 30.8 0.54 1.054 90.7 
6 0.50 1.170 53.4 0.69 1.050 92.8 
22 2.47 1.082 93.2 2.60 1.042 96.9 
27.5 3.20 1.067 100 2.60 1.036 100 
43.& 4.36 一 3.19 1.036 100 
一 一一
第 9表 アヲパy多きベクチシ(G)に対する Pen.expansum及び
Rh. triticiの酵素の作用
作用事 .、 P四 .expansmn Rh. tritid 
時間 N/50 Iz消費量 相対粘)jt N/50h消費量 相対粕)jt
hrs. ml ml 。 。 1.179 。 1.118 
3.5 0.79 1.lCl8 0.77 1.098 
5.5 1.14 1.149 0.99 1.080 
10.0 1.38 1.126 1.02 l.G81 
19.0 1.56 1.118 1.01 1.089 
25.5 1.88 1.107 1.29・ 1.079 
42.0 1.88 1.115 1.091 




る.Pen. expan釦 mの酵素による時は還元糖の靖加は Rh.triticiの場合と著しい相違はた
いが粘度の下降は緩徐である.第8表隠沿い"'"CPen.expansumの場合 12消費量o.印 mlの時
相対結度よりの分解率は53%であるが Rh.triticiの場合は同じ 12消費量の時，相対粘度












で抽出して調製したペクチン酸 (F2)0.66%. acetate buffer 1/20容量.pH5.0に沿いて
作用させ，反応液 2mlを取って測定した.第12表にゐける酵素液の調製法，反応液の組成及
び条件は第2衰の場合と同じにした.
第 10表 笥.蕨及び三業芹の酵素のペクチν酸に対する作用 .
作用時聞くhn) 。 12 24 46 
-・a・圃且一_---------- ・ー 。 0.40 9.63 9.92 
f1 相対粕度 1.939 1.718 1.644 1.61Q 
調対総司E・ 1.846 1.671 1.6W 1.476 
(著書酸アム毛a ア添加) 。 0.61 0.80 9.86 
重量 相対粘度 2.167 1.919 1.886 1.879 
相対粘~* 2.046 1.862 1.812. 1.786 
(慈酸アムモaア添加〉 。 0.00 0.17 0.32 
三業芹相対精度 2.04-6 1.939 1.899 1.891 










作〈用hrs時.)間 。 “ り 4 8 
Asp.oryzae {附 Iz消費量 ml
。 0.G8 0.13 G.19 
相対粕国E 2.342 1.996 1.812 1.610 
i {mI2消費量 ml 。 0.13 G.27 O.66 sp. awamor 
相対粕度 2.328 1.692 1.308 1.087 
Asp. kawachii {:畑 h消費量 ml 。 0.26 Q.63 G.82 
相対粘度 2.328 1.2G6 1.001 1.036 
第 12表 トマト.人参及びSclerotiniacinereaの
酵素のベクチy酸に対する作用
作用時間 。 9 18 36 くhrs.)
{mMmml 。 0.44 0.82 1，47 ト ~ ト
相対粕度 1.808 1.112 1.076 1.066 
人 診 {附明量 ml
。 0.42 0.61 Q.80 
相対粕度 1.866 1.802 1.7.22 1.702 
Sclerotinia ci. {附 Iz消費量 ml 。 G.46 G.97 1.81 
nerea 相対粕度 1.822 1.671 1.366 1.128 



















buffer (Mcllvaine) 1.5，酵素液1.5，水.2 pH 4 2， 350C. 
- 35ー (167) 
第 13表 酒精による Pen.expansumのポリガラクチユロナ【ゼの分別
ベクチジ酸 (Fz) ベグチン (A)
5hrs. 15hrs. 4hrs. 
N消/5費0量I~ 相対粘度 N消/費50量I宮 相対粕度 N消/費r，o量h 相対粕臣室の下降 の下降 の下降
mJ 町1 mJ 
蘭 糸 拙 出 液 0.53 G.48(.) 0.30 0.213 
0-50%酒精による沈澱 0.47 (.).173 1.07 0.199 0.14 0.044 
50-70%溶婚による沈澱 0.33 0.515 0.93 0.611 0.14 0.233 






第 14表 アセトνによる Rh.triticiのポリガラクチユロテーゼの分別
作用時間 (hrs) 。 3 5 8 
。 0.35 0.52 0.74 
菌糸抽出液相対粘度 3.525 1.681 1.402 1.176 
相対粕鹿鳴 2.825 1.568 1.373 1.155 
(穆酸アY毛=ア添加)
{即格相時対対 間 ml
。 0.17 0.28 0.42 
25-仰%のアセト 粘度 3.218 l.o50 1.345 1.160 νによる沈澱
粘1lf* 2.537 1.475 1.39日 1.156 
(落語量アン毛品ア添加)

























して作用させ，反応液を取って paperchromatography ~行った.反応液の組成及び条件 - .
2%ペクチン酸務液5，酵素液2，水 3，pH 5.0， 350C に沿いて2日間作用させた paper 
chromatographyの条件:東洋諸紙No.52，_ 2x4ucm.溶煤 n-プグノーJレ，酷唆，水I (5: 
2: 3)，展開温度20CC，呈色剤ア早リ γ ーフターJレ酸，呈旬、温度目。C.初め n-プタノ-}レ，
酷駿，7K， (4: 1 : 1)の溶媒を用いて展開Lたが， RF値 0.14を示す d-ガラ.クチユロン酸の
spotの他に原点附近が桃色に呈色するととを認めた そとで RF債を大きくするために酷酸
及び水を前記のように増加した n-プタノ ール，酷酸，水， (5: 2 : 3)の溶媒によっヌ展開し
た場合RF値0.29，0.13， 0.06の三つのspotが現れたとの中 RF値0.29は純粋な d-ガク
クチユロシ酸の RF値之同じであった.また色調(赤褐色)，呈色温度 (400C)，spotω形か
ら考えても d-ガラクチユロシ酸であると思われる. RF 0.13及び0.06を示す物質は n-プタ
ノ.-，レ，酷駿， 7K (4: 1 : 1)によって原点附近に呈色していた込のでペクチン酸の低分子のJ分
解中間物であると想像される.RF 0.13及び0.06の spotは dー ガラクチユ:ロン酸に比較してζ
やや桃色であった.
( 2) Digalactmon酸及び Trigalacturon酸の分離
RF 値 0.13及び 0.06を示す物質を純樟に分離するため酒精によって Na'塩の分別沈澱を
繰返したがフ・1レチン塩の結晶として分けるととができ泣かったので， 梯椎素 columnによる




n-プグノーJレ，酷酸， 71<.， ( (10 : 3 :5)の溶媒を用い， 印meshの織椎素粉末を填めた長さ
15Ocm，径2.0cmの柑子管を遇して chromatographyを行う.流出する溶媒を6時間毎に受
器を交換し主主がら取る‘
各受器より一部を取って paperchr.omatography によって糖を検出した 8~12 番目の受
器に dーガラタチユロン酸， 16.，22番目に RF値 0.13の部分， 28.，34番目に RF0.06の部分
が流出し?と.各区分を 150Cに沿いて溶媒を追出じ，活性最処理後 Ba・(OH)2にて pH5.0と
主主じi濃縮じて更に BaC03:'t:-完全に市和し猪過・する. とれを4倦量の95%酒精中に振湿し
君主がら注加し五沈澱する Ba:温を95%酒精及び弄ーテノレで洗練し減圧の下に乾燥・し，吹いで沙





水より再結品させた. プルチシ塩を水に溶かし硫酸によって pH2.6となし， とれについて
paper chromatographyを行えぽ前記のものと同じ spo.tが現れた
RF.0.29の部令は Ba塩 10mg(無水物)の Wi1statter-Schudel法による Nβo12消費
量 3.71ml(dーガラクチユロン酸の Ba塩としての理論値3.82ml)，プJレデシ壊の結晶の形は
桂欣，プルチン塩の mp1810 であった.RF 0.13の部分は Ba:鹿 lOmgの Nj5012消費量
1.90 ml (digalacturon酸の Ba塩とレての理論億 1.98ml). フツレチン塩は桂吠， mp 1830 
(褐変し発泡と同時に熔触)であった.RF，0.06の部分はBa:塩10mgのN/50h消費量1.32
ml (trigalacturon酸の Ba塩としての理論値 1.33ml)， プJレチン塩は針朕， mp 2060 (黒
変し発泡して熔融)であった. RF 0.29の部分はフツレチγ塩の結品の形が Ehrlichの報告し
ているものと異るようであるが， Ba塩の還元力，プJレチγ;塩の融点等より dーガラクチユロγ
酸であると考えられる. RF 0.13及び 0.06の部分は酵素による加水分解によって d-ガラク
チユロン酸のみが約2及び3傍分子量検出された. また前記の諸点より， RF 0.13の部分は
d iga lacturon酸，0.06の部分は trigalacturon酸であると考えられる.digalacturon酸及
び trigalacturon酸は EhrIichの報告している tetragalacturon酸bより低分子の物質であ
る.
mono-， di-及び tri-galacturon酸の Ba塩よ りL凶k及び Nedd印 刷の dー ガラクチユ
ロシ酸の調製法に従って遊離の糖を得ょうとしたが， d-ガラクチユロシ酸の部分のみ結品析出
じ，他は掛末あるいはシラップとたった.著者と周年 Deuel向 Phaff;4)等も遊離の di-及び
tri. galucturon酸を純粋に分離しているが結品に形については記載していたい.Deuelは di-
及び trIgalacturon酸の Na-Sr-複塩の溶解性の差を利用して分別している.著者も業後 Ba
塩の分刊を繰返せば次第に mono-di-及び tri-galacturon酸が分れでぐ るととを知った.





反応液の組成:2%ペグチシ酸 (F2)溶液6.6mlまたは2% digalacturon酸溶液 (Ba塩
(170) - 38-
より 0.2N H2S04溶液で Baを除き NaOH溶液で pH5.0に調節したもの)5.0ml， acetate 
加古町 2.伽n1，酵素液3.0m1(Rh. tritici)または11.4ml(人参)，水を加えてを容積を 20m1
とたす. pH 5.0 350Cに沿いて作用させ，一定時間後に反応液を 2.0ml宛取って還元糖を




第 15表 Rh. triticiの醇素液によるペクチシ酸 (F雪〕及び
digalacturon酸の分解
作く用qr時s)聞
ベクチ γ 敵 Diga!ac-
守rel 会還元機 B制 ac- d-jfラクチ turon酸
t'9主明験 ?E三重
。 1.780 。
9 1.085 0.48 。後 0.07 
24 1.084 1.07 0.10 0:18 0.12 
48 1.084 1.81 0.21 0.39 0.27 
一一一一
骨反応液 0.05mJ取って papercllromatographyを行った.




甲rel 会還元糖 d-ガラクチユ turon酸ロン酸。 1.851 。
9 1. 787 0.43 0.38 
24 1.685 0.88骨 0.8(，) 0.60 





13.0; 24hrs.， 6.9; 48hrs.， 4.5とたる.従って Rh.triticiの酵素はポPガラクチユロ γ酸の
鎖般分干の中間部あるいは任意の結合点を分解するものと考えられる.
人参の酵素液による場合は反応液の還元カの増加は dー ガラクチユロ γ酸のみに起因してい
るようである_di-及び tri-galacturon酸は認められたかった Rh.triticiの場合と同様に
dー ガラクチユ同ジ酸を差引いた反応液中のガ予クチユロ γ酸重合物の平均重合度を計算す.れほ
9hrs.， 42.4: 24hrs.， 32.9: 48hrs.， 29.4となる. 従って人参の酵素は(1)基質分子の末端
より分解L-dー ガラタチユロシ酸を遊障するか， (2)末端より digalacturon酸を分離し，酵
素液中に含まれている digalacturonaseによって更にとれが分解して d-ガラクチユロ Y酸と
君主るか (3)基質分子の任意の結合点者三分解し生成する oligosaccharideがヂガラタチユロテ
ーゼによって dー ガラクチユロシ酸まで分解されるかである.(2)は反応液中に diga1acturon
-39ー (171) 
酸が検出されないとと及び第16表 24hrs.にたいて反応液中に生成じている d-ガラグチユロ γ
酸量鳴に相当する digalacturon酸1.53mgを取りとれに第16表と同じ酵素カの人参の酵素液
1.14m)， acetate buffer 0.20ml及び水を加えて2mlと注し pH5.0， 350Cに沿いて2必rs.
作用させた場合反応液中に di-galacturon酸が荷分解し聾されやに残っているととから該当し
たい.また粘度の下降が緩徐であるとと，反応液(第16表つ 1.5_ml中にも di-及び trigala-







O.4ml取って 20x40cmの措紙に線上(約10cmの長さ〉につけプグノーJレ，酷酸， 7.k (5 : 
2: 3)の溶媒によって展開する.(47)室温で乾燥し dー ガラクチユロン酸の部分を水で抽出し450
Cで減圧濃縮して2ml中に約15microgramの dー ガラグチユロン酸が含まれるように調節







作用時間 (hrs) 10 24 30 
N/50 12消費量1:ml 0.67 0.86 0.87 
l.lO 1.66 1.69 
d-jfラクチユ官 ン曹長 mg
1.98 1.66 1.67 実1J{IJ依
分解したペクチン酸 mて~ { 計算低 1.1 1.7 
tペクチシ磁石灰とし 実訊IJ1直 1，2 1.9 
(駐) 基質の担農民は0.66%とした.













polyaseが olig槌 eの作用を粂ねているとしても Rh.廿itici及び人参の酵素は本質的には
polyaseであると考ど亡よく前者s:=polygalacturonase 1 ，後者を polygalacturonaseHと名
付けて沿く.主主治ポリガラグチユロナー-llHの作用はベタチシ酸の中に含まれている比較的低
分子のガラグチユロン酸重合体を分解する oligaseの作用では主的世込という提も起るが，ベグ










hrs ペクチシ酸 "Y7fラクチ ペクチシ酸 チガラクチユロン酸 ユロシ殻
7 0.23 0.09 0.44 0.16 





hrs ペクチン酸 ヂガラクチ ペクチシ酸 "Y7fラクチユロン酸 ユロン酸
7 0.25 0.08 0.29 0.12 
22 0.33 0.14 0.43 O.23 


















の結合点を分解する Rh.triticiの酵素(ポリガラタチユロナーゼ1)及び dー ガラクチユロ
γ酸を遊離しながら分子の末端より作用すると考えられる人参の酵素(ポリガラグチユロナー








2%ベグチγ酸 (NaOHpH 7.3に調節)溶液 6.6mlまたは2% digalacturon酸溶液句H





作用時間 ペクチ V 酸ガラクチ Digalacturon酸(hrs) ，rel 傘還元締 Dig凶acturω厳ユ胃 V酸
。 1.808 
9 1.112 0.44 。 。
18 1.076 0.82 0.06 0.05 。
36 1.065 1.47 0.14 0.57 。
第 21表 Bacillus mesentericusの酵素によるベグチン酸
及びヂガヲクチユロン酸の分解 (mlN/50h) 
作t用hr時5)間
，晴見 ク チ y 酸
1;r81 会還元糠 D抱凶凪turOI嘩 ガラクチ DigBIBcturon酸
品旨シ蔵量。 2.224 一-
“ 。 1.068 0.81 。 。
9 1.058 1.08 0.13 G.12 。
24 1.0δ8 1.10 0.13 0.12 。
トマト， B. mesentericus， Erwinia aroideaeの酵素液はすべて反応液の還元力の増加に
較べて粘度の下降が念激で、ある.第2節と同様初めのポリガラタチユロ γ酸の重合度を65純度
を90%として計算すれば d-galacturon酸及び digalacturon酸を差引いた残りの反応液中
の galacturonideの平均重合度はトマトの場合9祉8，12.4， 18hrs.8.0， 36hrs. 6.8， B. 
(174) -42-
第 22表 Erwinia aroideaeの酵素液によるベクチシ酸及び






“ "・ 1.249 0.26 。 。
9 1.066 0.82 0.98 0.97 。
24 1.061 1.29 0.13 0.60 。
m田entericusの場合2hrs. 7.3， 9hrs. 6.7， 24hrs. 6.6 Erwinia aroideaeの場合2hrs.
19.2， 9hrs. 8.4， 24hrs. 7.8でるる.また Rh.triticiと同じく明瞭君主 仕igalact町'On酸の
spotが認められた従ってトマト， B. merentericus及び Erwiniaaroideaeの酵素液は主
としてポPガラぞチユロナーゼIと.類似した酵素即ち基質分子の中間部を分解する酵素を含む
ものと考えられる. トマト， B. m白entericus及び Erw泊iaaroideaeの酵素液にはヂガラ
グチユロナーゼの作用が友かった. また後述のように〈第23喪〉アセト γで分別した Rh.
tritioiのポリガラグチユロナーゼIはヂガヲタヂユロナーゼの作用を粂ね備えていない. ト
マトの酵素液は徴弱であるがト日ガラクチユロ γ酸を分解する作用を有し， B. m田entericus
の酵素はとれを分解し得君主かった.君主治トマト及び B.mesntericusの酵素液は dー ガラタチ
ユロ γ酸を酸化しなかった.





鎖に交えている可能性があるととを報告しているが， Roboz等 lまポ Pメチルガラタチユロ
ナ-~はペクチY分子内のとのような異常結合点，あるいは 1-4 グリコシド結合以外のガラ
ユロ γ酸相互聞の結合点を分解するのでは君主いかと考えている.ポリガラクチユロナーゼI.
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第 23表 ボリガラグチユロシ酸メチルエステルのメチルグリコシ1(，ペク
基
チン1ftびベグチン般に対するB.m蹴 ntericus及び Rh，tritici 
の酵素液の作用 (mlN/oO 12) 
質 B. me鈍ntericus Rh. tritici 
ポリガヲクチユロ J霊堂メチルエ;;<.テルの 。 。
メチルグ Y:tV ド
♂、 ク チ ν 0.09 0.03 
，. ク チ v 酸 0.67 1.08 



















I Rh. tritici及び B.mesentericusの酵素液に寸F容量の McIlvaineの buffer(前者はpH
5.0-，後者は pH5.0及び6.8)を添加し.1∞。Cに3ないて処理した結果， Rh. triticiのボ習
がラグチユロナーゼIは5分間で7%15分間で3%酵素カカ鳴り， 30分間で完全に破濃され
た.B. mesent町icusの酵素は5分間で破損した.Rh. triticiのポリガラグチユロナーゼ











第 24表 Sclerotinia cinereaの酵素液によるベグチン酸及び
ヂガヲグチユロン般の分解 (mIN/60 Iz) 
作(用hr時s)間
，、 ク チ ν 酸
Diga1act町 on酸曹関l~還元結 D靭切開1民主w"ωuaF ffEラとクEチ陵
。 1.822 。
9 1.671 0.46 O.Oo 0.!:!3 
18 1.365 0.97 0.17 0.64 0.37 
36 1.128 1.81 0.36 1.23 0.80 
考 寮
Jermyn及びTomkins(61)は PGによるペクチYの分解は任意の結合点で起り基質分子の末
































基質として (a)ペクチシ酸 (b)Na.hypoiodite にて末端を酸化したペクチシ酸， (c) 
ヂガラグチユロン酸， (dう永;1)ガラクチユロシ酸メチJレエステJレのメチJレグリコシド (e)









等に対する人参の酵素液の作用 (mlN/50 12) 
作 用 時 閉山rs) 。 6 13 22 
2.089 1.975 1.896 1.86G 
. ク チ y 0.28 0.52 • 0.65 
0.17% (.).16 (.).2 0.23 
Di伊 lacぬron酸 {020 
0.13 0.2O 
0.05% (，).05 0.(，)7 
Hypoioditeによって滋化したペタチ V酸 (，).27 0.5G 0.64 
，、 ク チ v 0.05 
ポリガラクチユ世 V酸メチル""':<'テルの 。
メチルグJ1:::1~〆ド
第 26表 ベクチy酸及びヂガラグチユロシ験に対する Rh'triticiの
糖化型ボリガヲクチユロナ四ゼの作用 (mlN/60 12) 




ベクチジ駿 0.25 0.61 1.12 
.17% 0.18 0.44 
{om 0.7G 0.85 Digalacturon駿
0.G5% 0.22 0.28 
本実験にないて使用した Rh.triticiの酵素液によるペクチン酸の分解液は第2節の場合と





























酵素液の作用 (NJoO h ml) 
作用時間 hrs. 5 16 25 
ト 司... ト 0.02 0.06 0.10 
人 参 0.30 0.35 0.36 
トマト+入会 0.31 0.88 1.25 
第 28表 ベグチシの塩酸による分解中間物に対する人
参及びトマトの酵素液の作用 (N/5012 ml) 
作用時間 hrs. 6 12 29 
ト 守 ト 0.16 0.31 0.53 
人 参 0.62 1.31 2.22 
トマト+人参 0.76‘ 1.62 • 2.71" 
場反廠液中Kヂガヲクチユロ V酸が検出された.













第 29表 ベクチシ酸及びヂガラタチユロシ酸に対する .Rh.tri ticiの
菌糸抽出液及tfアセトシ分別物 (2回〉の作用(Nj5012 ml) 
作 用 時 間 (hrs) 5 16 23 
0.50 1.23 1.69 
暫 糸 拍 出 液 Digalacturon酸 O.18 0.o3 0.83 
0.38 1.22 1.72 
向上の27-60%のアセトンによる沈澱












??グガマクチユ恒 Y園Il ， 0.03 
0.08 
第 31表 4 クチン酸及びヂガヲタチ且ロン酸に対する P回.expansum 










































たベクチシ酸2.%， NH，N03 0.5.%， KH2PO， 0.3.%， MgSO， 7H20 0.05.%，酵母水 1/~0 容




に対する Pen.expansumの酵素液の作用 (mlN/6012) 
作 用 時 問 (hrs) 。 5 10 22 
2.910 1.867 1.810 1. 776 
ペタチ V 酸 0.50 0.75 9.95 
Q.17% 0.12 0.29 G.23‘ 
(020% 0.26 0.39 Diga)acturon酸
0.06% e.16 0.20 
Hypoioditeによって酸化したベタチン陵 0.28 0.62 0.88 
，、 !7 チ v 0.24* 
ポリガラタチユ官シ酸メチル;S>A テルのメ 0.21 チλ〆グPコy r~ 
Pen. expansumの構化型ポリガラグチユロナー張、による場合，ペグチン酸溶液の粘度の下
降ぽ還元糖の生成に比較して極めて緩徐でるった.ポリガラクチユロナーゼの活力に対するヂ


























(:1.88 。 0.03 
Pen. expansum i24hrs. 0.92 0.03 0.07 
0.53 。 a.07 



















Mcllvaineの bufferを 1/10容量用h 其他の条件を第32衰の場合と同じにして， Pen. 
exp叩 sumの糖イt型ポリガラグチユロナーゼの活力と pHの関係にヨいて行った実験結果を第
34表に示した.作用時聞は19hrs.とした.
第 34表 Pen. expansumの糖化型ポロガラクチユロナーゼの作用とpHとの関係
pH 3.G 3.7 4.0 4.2 4.6 5.0 : 5.6 6.9 6.4 
N/OO 12 ml 0.53 0.72 0.86 G.84 ~.6j &.59 0.44 0.24 G.l1 
人参のボPガラグチユロナーゼの最適 pHI会5.0附近にあるが，第34表の結果より， Pen. 
exp創lSumの糟化型ポ Hガラクチユロナーゼの最適 pHは 4.0附近にあるようである.




なた Pen.expansum及び Rh.triticiの液化型ポリガヲクチユロナーゼの作用と pHとの
関係は第語表及び第36表の遁りであった酵素液:Pen. expansumは第15表の，'Rh.triticiの
酵素液と同程度液化作用の強い菌糸抽出液を酒構の濃度 50~7S %に沿いて沈澱させ， また
Rh.甘iticiは第15表と同じ菌糸抽出液にアセト ジを27-印%加え℃沈澱をつくり，とれらを
水に祷かしたものを酵素液として用いた.反応液の組成及び条件:Norris等のペクチン酸の
漫度を 0.5%とし， buffer (McIlvaine)を1/10容量加え.350Cに沿いて作用させた.
第 35表 P阻.ex問団umの液イt型ポリガヲクチユロテーゼの作用と pHとの関係
pH 3.6 4.0 4.2 4.4 4.6 4.9 5.2 5.4 5.7 6.2 
相対粘圏~ 2hrs. 1.591 I.MO 1.497 1.416 1.463 1.475 1.4ト8 1.526 1.620 2.Ool 
" 4hrs. 1.351 1.008 1.261 1.25o 1.265 1.261 ].261 1.3~8 1.449 2.953 
9 対照 2.067 '.007 2.G79 2.101 2.120 2.12& 2.109 
‘酵素液の代りに水を加えた.
第 36表 Rh. triticiの液イt型ボリガラクチユロナF ゼの作用と pHとの関係
pH 3.6 4.0 4.2 4.4 4.7 5.0 5.2 5.4 5.7 6.2 
相対粘度 3hrs. 1. 776 1. 716 1.613 1.600 1.6()8 1.642 1.658 1.685 1.754 2.019 
fI 6hrs. 1.547 1.472 1.351 1.285 1.351 1.364 1.364 1.432 1.533 2.027 
























ペクチγ2%，塩酸5%の水博液を 850Cにゐいて 6hrs. 加熱し，生成する粉末扶沈澱を集





反応液の組成及び条件塩載分解中間物の1%溶液5，acetate buffer 1 ，酵素液4. pH 











第 37表 ベクチンの盤駿分解中間物に対するB.mesεntericus 
及びトマトの酵素液の作用 (Nj5012 ml) 
作 用 時 問 hrs. 3 14 21 
B. mesenteriCU9 
1.63 1.76 1.87 
ペクチ~J!j量 0.6' 1.02 1.10 
0.73 1.6(:) 1.80 
ト マ
ペクチF酸 0.48 1.43 1.63 
第 38表 ベグチシの盤強分解中間物に対する P田.expan皿m
及び人参の酵素液の作用 (Nj6012ml) 
作 用 時 問 hrs. 14 28 4O 
人
0.64 1.23 1，69 
ベクチン酸 0.39 0.67 0.69 
Pen.回 pansum
4.60 4.oO 4.00 






化にはとのようた限度がない. とれに対しては (3)の理由が考えられる. Pen. expansum 
の酵素液は第5節のものι異り液化型のボリガラクチユロナーゼ在僅かに合んでいると思われ
るが，塩酸分解中間物に対する作用については人参の酵素の場合と同様及ととが曾える.基質






Pen. expan釦 m 等の酵素は digalacturon酸に対して青島分子のペクチン酸よりも親和性が小
さいとと及びIimitpolygalacturonideと思われるものを残すととが前の実験によって判っ











































































第 41表 B. mesentericusの酵素による"':'!Iチン酸の分解
中間物1に対するポリガラクチユロデ戸ゼの作用
作用時間 (hrs.) 7 24 40 
B. mesenteri四日
0.05 0.06 0.06 
ベクチン酸 G.46 0.81 0.81 
G.4o 0.84 0.86 
ト -マ ト
ベクチン酸 1.01 1.80 1.98 
P回.expansum 
1.10 1.85 2.00 
ベクチv酸 1.24 2.61 3.13 
0.12 0.17 0.17 
人 参














第 42表 B. mesentel'icusの酵素によるぺクチシ酸の分解
中間物2に対するポロガラタチユロナーゼの作用..-.. 
作用時間 (hrs.) 8 20 40 
0.4s 0.48 0.48 
B. mesentericus 
ベクチン酸 0.¥:16 1.QO G.99 
1.10 1.56 1.63 
ト -マ ト
ベクチシ'殻 1.12 1.72 2.00 
0.20 0.23 0.23 
人 参
ベタチU酸 0.36 0.62 0.64 








作用時間 (hrs.) 8 20 4G 
B.m偲entericu冒
G.88 0.88 0.88 
ベクチシ酸 G.96 O.99 0.99 
1.26 1.79 2.06 
ト .守 ト
ペクチン酸 1.26 1.90 2.19 
0.08 0.09 O.G9 
人 参
ベクチン酸 0.36 0.62 0.64 
第 44表 人参の酵素によるベクチン酸の分解中間物2に対
するボリガヲクチユロナーゼの作用
作用時間 (hrs.) 7 24 40 
1.12 1.90 2.00 
ト .守 ト
ベクチン激 1.12 1.98 2.19 
e.12 0.30 0.31 
人 参
ベクチン酸 0.32 0.62 0.G7 
0.25 0.60 0.81 
P剖.e:叩ansum






第 45表 Pen. expansumの酵素によるペクチン駿の分解
中間物に対するポリガラグチユロナーゼの作用
作用時間 (hrs.) 14 24 40 
1.G8 1.10 1.1O 
B. mesentericus 
ベタザ';:/重量 1.18 1.18 1.20 
0.13 0.13 0.13 
人 参











告書 46 表 ペクチン酸の遊離の Carboxyl基の含有量
組事長官ZE50AZF事 “友分
% % 実測位 理論値
猛散分解中間物 92.63 62.46 62.46 
95.69 9.73 46.81 64.36 
Norris俸のベクチンllItiB


















































































著者はトマトの depolymeraseとRh.triticiのポ HガラクチユロナーゼIあるいは B.
me記ntericus及び Erwiniaaroideaeの酵素の作用形式を比較した作用形式は戎の点で皆
一致し同種類の酵素であるととを明らかにじた.
























むようになる.著者は糖化作用の強い Rh.triticiと Pen.exp釦 sumの酵素液を得たのでと













































( a~ ボ P ガラタチユロナ戸ゼ I




H)非耐熱性のホ;])ガラタヂユロナーゼI. 1ω~C にお‘いて直ちに作用カを争処君主う. 
. Cl偲 t.fel:童福田um，馬鈴薯薗等がとれ告と生成する.



















































(3) (5)及び (6)より， B. m田entぽ ic凶のポリガラタチユロナーゼの作用は人参の
酵素を阻止する因子によって同巳〈阻害される.
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